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令和８年３月５日 

件名　 

令和７年度　重要文化財　木幡家住 宅保存修理現場見学会の開催について 
こ わ た け じゅうたく

 

内容 

木幡家住宅は、松江市宍道町に位置する重要文化財の建物で、藩主も訪れたことから 
「八雲本陣」の名称で親しまれています。 

この木幡家住宅を後世に引き継ぐために保存と活用に努めていく必要があり、令和元年 
度から１２年間の計画で大規模な修理工事を行っています。 

　　この度、多くの方に文化財の重要性や保存修理の必要性を伝え、地域の歴史文化を継承す

るために、普段は見ることができない保存修理工事現場の内部を特別に公開します。 
　　今回は、解体した建築部材(古材)の繕いをしている時期のため、それを感じられるような

見学としています。 
 
★当日現地での取材を希望します。 
 
【見学会】 

と　き　令和８年３月１４日（土）　午前１０：００～午後４：００ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※最終受付　午後３：００ 

ところ　松江市宍道町宍道１３３５番地　木幡家住宅　 
内　容　定員無し。見学無料。1階内部と仮設足場上で見学します。 
　　　　午前、午後に２回ずつ、現場説明の時間を設けます。 
　　　　【現場説明会】１回目)午前１０：３０～　　２回目）午前１１：３０～ 
　　　　　　　　　　　３回目)午後　２：００～　　４回目）午後　３：００～ 
対　象　小学３年生以上 

 

＜注目点＞ 

国に指定された重要文化財建造物の、通常時では見ることのできない骨組みの姿、基礎の状

態や、文化財の修理に伴う解体現場の様子を、実際にご覧いただける貴重な機会です。 

現在は、主屋の南半分において基礎工事を終え、修復された躯体の一部(梁・柱)が組み上が

っています。工事用足場から、部材を間近に見ることが出来ます。 

★現場で活躍する大工に指導をうけながら、職人が普段使用する専門の道具に触れることが出

来る、仕事体験コーナーがあります。 

★松江市地域おこし協力隊　伊藤佐恵子氏とのコラボイベントを実施 

柱・梁等部材修復の際発生した『かんなくず』で作ったアート作品(花)を、来場者に先着順

でプレゼントします。（※無くなり次第終了） 

 

【問い合わせ】 

　　　　　文化スポーツ部文化財課　　　担当：淺津・山根 　電話：0852-55-5523　 



　　　3月14日(土)　　　

　　　１０：００～１6：0０　随時受付（最終受付15：00）　　　　

協　力　　公益財団法人文化財建造物保存技術協会

　　　　　　株式会社西澤工務店

松江市ＨＰ

主　　　催　　木幡家、松江市文化スポーツ部　文化財課

問合せ先　　０８５２－５５－５５２３
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申込
不要

お申込み 不要  お好きな時間にお越しください

会場

その他
・対象は小学３年生以上です。小学生は、保護者同伴での見学になります。

・少雨決行（警報級の悪天候の際は、中止となる場合があります。）

  悪天候により3月14日（土）が中止となった場合は、

　3月15日（日）に順延します。

・会場の混雑状況によって、一時入場を規制する場合がございます。

・その他詳細、注意事項は、松江市ホームページをご確認ください。

・かんな削り体験ができるほか、大工によるちょうな削り実演あり。

松江市宍道町宍道１３３５

木幡家住宅

交通手段
公共交通機関（JR)、自家用車

（宍道公民館駐車場を利用）

※近隣店舗への駐車はご遠慮ください

現場説明 ①10:30～　②11:30～

③１４:００～　④15:00～

※各回30分程度を予定

令和8年

現場で出たかんなくずを使った

木の花（かんなくずアート）を

プレゼントします！

※数量限定。なくなり次第終了。



宍道湖
宍道公民館

自家用車用
駐車場

Ｎ

国
道

９
号

主屋入口 宍道郵便局

山陰合同銀行
宍道支店

・・・誘導員【交通手段】

・公共交通機関の場合：ＪＲ利用（ＪＲ宍道駅から徒歩５分）

・自家用車の場合　　：宍道公民館の駐車場を利用（宍道公民館から徒歩５分）

【注意事項】

・見学会場にお手洗いはありません、事前にＪＲ宍道駅をご使用ください。

・近隣店舗への駐車はご遠慮ください。

 ＪＲ宍道駅 
WC

会 場 案 内 図

木幡家住宅

木幡家住宅は、松江市宍道町宍道に位置する重要文化財の民家で、

地元では「八雲本陣」として親しまれています。

木幡家は歴代松江藩主が藩内を見回るときなどの宿泊施設として

本陣を務めていました。

主屋は享保18年（１７３３）に建てられたもので、老朽化により、現

在保存修理工事を実施しています。

　 受付
見学会場


